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「アフリカの大地は乾燥しているので、

水を求めて動物たちは苦労をしているに違

いない」と思っている日本人が少なくあり

ません。 

ところが、東アフリカには数々の湧き水

や泉、川や滝などがあり、野生動物はちゃん

と水のありかを知っているのです。 

アフリカ大陸最高峰のキリマンジャロは、

標高が 5,895 メートル。山頂に降り積もっ

た雨が凍り、白く輝く様は荘厳です。 

このキリマンジャロの雪解け水が、数 100

キロメートル北東にあるアンボセリに流れ、

一面を緑に変える湿地帯となるのは、まさ

に恵みの水だといえます。 

アンボセリ国立公園は 392 平方キロメー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トル。その中にオロケニャ・スワンプと、エ

ンコンゴ・ナロック・スワンプという 2 つ

の大きな湿地があり、一年中水が枯れるこ

とはありません。 

水辺にはレンカク(アフリカン・ジャカ

ナ)、エジプトガン(イジプシャン・ギース)、

聖イビス島(セイクレット・アイビス)、アオ

サギ(グレイヘロン)、アマサギ(キャトル・

イグレット)、シュモクドリ(ハマーコップ)、

クラハシコウ(サドル・ビルド・ストーク)な

どの水鳥たちが、姿を見せてくれます。 

さらに水の中には、巨体を沈めたカバや、

水浴びに来たアフリカスイギュウまでが、

賑やかに水を飲んだり、寝ころがったり…。 

もちろん直接水の中に入ることはしませ

んが、ライオンだって、キリンだって、サイ

だって、チーターだって、インパラだって水

を飲みにやってきます。 

このように、すべてのいきものにとって

欠かすことができない生命の水が、キリマ

ンジャロの山頂から雪解け水となって、大

地を潤しているのです。 

ところで、このアンボセリから東へ100キ

ロメートルほど東へ向かったッァボ・ウエ

スト国立公園には、ムジマ・スプリングスと

豊かな大地の水源 
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いう、透明度の高い湧き水の泉があります。 

カバとワニも数多く生息するこの泉の水

は、この地から 50 キロメートルほど離れた

チュル・ヒルズという丘に降った雨が、地下

水となって流れてきたもので、キリマンジ

ャロの雪解け水ではありません。 

ムジマ・スプリングスの周辺は、遊歩道と

して整備されていますので、ハイキング気

分で木もれ日の中を散歩することができま

す。 

泉の中ほどにはガラス張りの小さな展望

室があり、澄んだ水の中を泳ぐ魚たちの姿

を見ることもできます。 

余談ですが、魚の多くはテラピアと呼ば

れている淡水魚です。和名を「イズミダイ」

といって、近年日本の外食産業や、学校給食

でよく使われている食材です。ややアブラ

ののった白身で、フライやムニエルなどに

調理して食べられています。 

ムジマ・スプリングスのカバは、とてもの

んびり暮らしているようですが、意外な一

面も持ち合わせています。 

 

 

 

かつてこの泉で、カバの水の中での様子

を撮影しようと、水に潜って水中カメラを

まわしたイギリス人カメラマンがいました。 

ところが縄張りを荒らされたと思い、怒

ったカバが、そのカメラマンに襲いかかり、

片腕を食いちぎるという、大事件がありま

した。 

カバは草食動物ですが、敵と闘う時の最

大の武器は、鋭い牙なのです。 

ムジマ・スプリングスの近くには、広大な

サバンナ(大草原)を眺めることができる、

絶好のロケーションに建つ宿泊施設「キラ

グニ・ロッジ」があります。 


